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（百万円） 境港の貿易額の推移

輸出

輸入

境港の国別貿易額の割合（平成29年）

78,614

46,132

資料　すべて　神戸税関「貿易統計」
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資料　国税庁「統計情報」、県税務課「税務統計書」

資料　県財政課「当初予算案の概要」

資料　県財政課「一般会計決算」 ※一般会計ベース 資料　県財政課「県債現在高」

※平成30年度一般会計当初歳出予算額を平成30年４月
　１日現在の県推計人口（561,368人）で除したもの。
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（貿　易）
　平成29年の境港（米子鬼太郎空港を
含む）の貿易額を見ると、輸出・輸入と
もに前年に比べ増加しています。
　また、国別貿易額の割合を見ると、輸
出、輸入とも中国の占める割合が最も高
くなっています。
　さらに、品目別貿易額の割合の上位を
見ると、輸出では「鉄鋼」「電気回路等
の機器」「ポンプ及び遠心分離機」の順
となっており、輸入では「木製品及びコ
ルク製品（除家具）」「木材」「鉄鋼」の
順となっています。


